
I

F

'し
a

I

『

’

1

1

’

L

●

●

●

お｢鐘｣がいつIざい
第6次新動植物国宝梵鐘60円切手と消印

1980年（昭和55年）11月25日、国宝・平等院の梵鐘をデザイン

した60円新普通切手が発行されました。これは1981年（昭和56年）

1月20日からの郵便料金改定を見据えたもので、同図案のコイル切手

や5枚組みの切手帖ペーンも発行されました。この60円梵鐘切手は昭

和末期から平成初期を代表する、たいへんなじみの深い切手です。

昭和5，60年代から平成初期は､消印の形式が全般的に切り替わりま

した。鉄郵印や局名間バー入り印が末期を迎える一方、新たに三日月

型試行印や丸型日付印が立て続けに導入されました。これに伴って、

従来の形式と混合した消印バラエティが生まれ、この切手の使用済み

収集に彩りを添えます。

昭和から平成へ代替わりする時期は「バブル景気」とも重なります。

ここでは「お鐘がいっぱい」と銘打って、ありふれた梵鐘60円切手に

押されたさまざまな印影を、できるだけ実逓印にて紹介してみます。

L



『
L

』

梵鐘60円 1980年（昭和55）11月25日発行
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梵鐘60円
1980年（昭和55年)11月25日発行

定形259までの封書料金切手。国宝・平等院の梵鐘を描く。
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連続櫛型（逆二連1）目打、上CM(濃色）付第1コーナー、電子製版
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下抜全型目打、上CM(濃色）付第1コーナー、電子製版 ロータリー目打連続型（5段目に特徴)、

第2コーナー、計数番号6桁20番、
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上CM暫定版（淡色）

コンベンショナル製版

上CM濃色

電子製版

下CM濃色

電子製版

銘版

電子製版
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梵鐘60円1980年（昭和55)11月25日発行
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和欧文機械印

(下CM淡色）
唐草機械印

丸型印

丸型欧文印

三日月型欧文印

和文ローラー印
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第2地帯（北米）宛10gまで150円
109超ごと90円、計240円

（昭和56.1.20～平成1.3.31)
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梵鐘60円 1980年（昭和55)11月25日発行
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船内郵便
定形25gまで60円（昭和56.1.20～平成1.3.31)
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昭和基地内60.12.14
南極の昭和基地内に設置された郵便局は日本郵便の管轄｡郵便

物には日本の郵便制度と料金が適用され、南極観測船「しらせ」

で年1回逓送される。
パクボー

RICHARDSBAY日本の郵便制度と料金が適用される

PAQUEBOT
24.X､85

公海上を航行中の船舶郵便局では船籍国の郵便制度に

従うので、日本国籍の船舶内で差し出された郵便物には

日本の郵便制度と料金が適用される。
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梵鐘60円 1980年（昭和55）11月25日発行
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定形重量便●

滋賀・安曇川55.121

第1種定形書状259～50960円
（昭和51.1.25～56.1.19)
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福岡・赤間

56.1．6

昭 和年月日

滋賀県高島郡安曇川町大字田中104番地

安曇川町農業協同組合
冠話安曇川（07403）（代)2-0012番
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神戸中央
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梵鐘60円 1980年（昭和55)11月25日発行
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名古屋中央56.1.20

（料金改定初日）

|b
l

月3回未満50gまで40円、

509超ごと5円増し
(昭和56.1.20～平成1.3,31)

2009超までで20円加算
計60円
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第1種便
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差出：岐阜県保健医協会

|
大阪中央

(三日月型試行印）
61．8．28

｡

定形外書状

509まで120円
(昭和56.1.20～平成1.3.31)
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左書き櫛型鉄郵印
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左書き櫛型鉄郵印
●

鉄道による郵便物の逓送は鉄道仮創業の1872年（明治5)から。鉄道郵便日付

印（鉄郵印）とは、駅のポストに投函された郵便物の引受と抹消のために、鉄道

郵便車の係員が使用する日付印。左書き櫛型鉄郵印は昭和25年から登場した。A

欄に鉄道郵便線路（区間）名、C欄に便名（と乗車区間名）が表示される。全

国200以上の区間で使用されたが、1984年（昭和59）1月で鉄道郵便が廃止さ

{31.1.20131.1.20

れた。梵鐘60円時期は鉄郵印使用の終末期に当たる。
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新津秋田間新津青森間 盛岡大舘間 花巻盛岡間 仙台山形間
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新潟酒田胴福島秋田間平郡山間 郡山新潟間 新潟秋田間
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左書き櫛型鉄郵印
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東京新潟間

関東・北陸

水戸郡山間 高崎小山間

東京直江津間 東京長岡間

東京塩尻間

直江津新潟間

東京下関間
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新潟塩野間

高岡城端間 米原直江津間

東京仙台間

東京松本間

東京門司間

金沢輪島間
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左書き櫛型鉄郵印
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名古屋塩尻間 名古屋長野間 名古屋和歌山間
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敦賀東舞鶴間 福知山下関間

大阪青森間 大阪金沢間 大阪東舞鶴間 大阪福知山間

①
京都下関間 京都米子間 京都出雲間
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左書き櫛型鉄郵印
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●
中国・四国・九州

米子下関間 厚狭長門間 出雲下関間

高松宇和島間 高松松山間 高松牟岐間 高松中村間

●

門司鹿児島間／東回 門司佐世保間 門司宮崎間 門司大分間

鳥栖長崎間 鳥栖大分間 博多伊万里間 有田佐世保間

●

諫早加津佐間 熊本大分間 吉松鹿児島間
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局名間バー入り櫛型印
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局名間バー入り櫛型印

昭和30年代後半から平成初期にかけて、九州郵政局管内の、局名が2文字か3文字の局において局名

の文字間にバーが入った印影が見られる。これは、刻印を受注した業者が補強のために浅彫りで残した部
分が押印の際に写ったものと推定されている。

昭和40年代から昭和55年ごろまでの最盛期に比べると、梵鐘60円の時期には局名間バー入り櫛型印
は数量、種類ともに減少傾向にあるようだ。

【文献】高橋昇『消印櫛型印以後の消印について』、1996年。

福岡県福岡県

久留米 小倉

篠栗 筑紫 築城

八幡 八女

佐賀県
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小倉西
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局名間バー入り櫛型印
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長崎県

川棚 黒崎 日宇 平戸 福江

大分県

●
大分東 臼杵 佐伯 津久見

日出 別府中津

熊本県

●

川尻 菊池小国
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局名間バー入り櫛型印
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宮崎県

小林 高 鍋 宮崎

鹿児島県
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大口 国分

沖縄県

浦添 沖縄東 コザ
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那覇東 八重島
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